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ＧＤＰ成長率 
 

（2000 年値、PRELIMINARY OVERVIEW OF THE ECONOMIES 2001(ECLAC) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●1980年代、中南米諸国は、低成長率、累積債務問題等により、「失われた 10年」と呼ば
れる深刻な経済危機を経験。 

●90年代は 80年代に比較して高い成長を遂げた。しかし、９７年以降は、アジア、ロシア
の通貨金融危機の影響により成長率は低下した。その後も米国経済の失速や、2001 年後
半のアルゼンチン等における金融危機の発生を受け 2000年を除き成長率は低迷。 

●2003年以降、内需の増加と世界経済の確実な回復により、回復傾向にある。 

中南米のGDP成長率

-1.1

1.1

3.8

5.5

2.6

0.36

3.9

0.3

-0.8

2.0

5.9

4.5

5.3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

7

中南米全体 -1.1 1.1 3.8 5.5 2.6 0.36 3.9 0.3 -0.8 2.0 5.9 4.5 5.3

80年代
平均

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

ア
ジ
ア
通
貨
金
融
危
機
（
９
７
年
７
月
） 

ロ
シ
ア
通
貨
金
融
危
機 

（
９
８
年
８
月
） 

ブ
ラ
ジ
ル
通
貨
金
融
危
機 

（
９
９
年
１
月
） 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
通
貨
金
融
危
機 

（
２
０
０
１
年
後
半
） 

出典：ECLAC Anuario estadístico de América Latina y el Caribe 2006 
※80年代数値については Economic and Social Progress in Latin America, IDB 

           



都市部失業率
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インフレ率 
 

 

出典：ECLAC Economic Survey of Latin America and the Caribbean 2005-2006 
※ 80年代数値については The Economic Experience of the Last Finteen Years, ECLAC 

※ 2006年は予測値 
 
 

失業率 

 

 
 
 

中南米全体のインフレ率
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● ９０年代後半の推移は、「失われた８０年代」とは好対照に低インフレ率を実現。 
各国で差はあるものの、特に９７年以降は安定的に推移している。 

●９０年代以降は、８０年代と比べ、経済成長率は高く、インフレ率は低くなる等マクロ経済指

標は改善する一方で、都市部失業率は悪化傾向にある。 
 

出典：ECLAC Balance preliminar de las economías de América Latina y el Caribe 2006 
                                                                          *2006年は予測値 
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